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１型糖尿病の治療法開発

　抗体（異物を自分の体から追い出すための対抗物質）に薬剤を付加することで、標的細胞に
対して強力に治療効果を示すことができる次世代型抗体医薬 Antibody-Drug Conjugate（ADC）
により暴走化した免疫細胞（病原体等の異物から体を守る細胞）の制御を行うという、画期的な
1 型糖尿病の治療法を開発します。

　1 型糖尿病は免疫細胞の暴走により自身の膵臓β細胞を攻
撃することが発症の主な原因とされています。この暴走し
た細胞の目印になるのがインターロイキン 7 受容体（IL-7R）
というタンパク質です。
　欧米では IL-7R に対する抗体（抗 IL-7R 抗体）の臨床応用

（患者に使用すること）が進んでいますが、抗体（ウィルス
等が侵入した際に異物として攻撃や体外に排出する働きを
持つタンパク質）のみでは効果が弱い可能性や、様々な理
由で抗体が利かなくなることが起こります。そこで私たち
は、IL-7R を標的とした ADC（抗体に薬剤を付加することで、
標的細胞に対して強力に治療効果を示すことができる次世
代型抗体医薬）が 1 型糖尿病の治療に有効と判断し、IL-7R
標的 ADC の臨床応用を目指した研究開発を行います。

　白血病・悪性リンパ腫のがん化リンパ球に対して、抗 IL-7R 抗体に抗がん剤を付加した ADC が有効であることを
確認しました。同時に関節リウマチなどの自己免疫疾患モデルでも自己反応性リンパ球（暴走した免疫細胞）の抑
制に効果があることがわかりました。問題は副作用でしたが、抗がん剤の代わりに分子標的剤（特定のタンパク質
を狙ってその働きを抑える薬）を使用することで、1 型糖尿病モデルマウスでも副作用なく効果を示す実験結果をい
つでも安定して得ることができました。1 型糖尿病モデルではマウスの IL-7R に対する抗体を用いていましたが、臨
床応用へ向けて、ヒトの IL-7R に対する抗体も作製しており、ヒトに投与できるように抗体の改変作業にも成功して
います。
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　最近の研究から、“ がん ” と “ 自己免疫疾患 ” はコインの表裏の関係
にあると考えられています。“ がん ” の治療では、免疫細胞のブレーキ
を解除して、抗がん作用（がん細胞を減弱・除去する作用）を増強す
ることが大切でしたが、“ 自己免疫疾患 ” では、逆に暴走化した免疫細
胞を制御することが重要な鍵となります。IL-7R ADC は暴走化した免疫
細胞の制御法として現在優れた効果を発揮すると考えています。現在、
ヒト IL-7R を標的とする抗体 ADC が、患者から提供された血液および
免疫細胞（患者検体）に対して有効性を示すことを確認しました。

　抗体医薬は、いまだ有効な治療方法がない疾患の治療薬として数多く
の薬剤が臨床応用されています。
　ADC は従来型抗体医薬を越えるパワーをもつ有望な次世代型抗体医
薬品です。１型糖尿病の治療も可能になると期待しています。

　新薬の開発には、莫大なコストと長い時間がかかります。一方で、
重要なのは研究初期における理解と支援です。今回、みなさまのご支
援のおかげで本研究を継続することができるようになりました。さら
に、ご期待に沿えるような結果を出していきたいと思います。
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1型糖尿病モデルマウスでの
ADCの有効性の証明と作用
する仕組みの解明
薬剤の選択とその安全性
試験

ヒトに投与可能な品質・安全
基準を満たした薬の作製
及び応用試験（医療の現場で
使えるようにするための初期
段階の試験）

ヒトに投与可能な抗IL-7R
抗体の作製と患者検体での
有効性の検証

薬が適切かつ安全であること
を保障する試験と規制当局
への治験開始の相談
治験（人を対象に有効性・
安全性を調べる研究）開始

ADCの技術基盤確立
1型糖尿病モデルマウスでの
治療実験 

● 安永 正浩 先生プロフィール　【❶ 座右の銘 ❷ 趣味 ❸ 特技 ❹ 尊敬する人 ❺ 好きな食べ物】
❶困難の中に機会がある ❷映画・音楽 ❸写真 ❹西川伸一、松村保広 ❺焼きめし

自己抗原：自分自身の体の一部であるが異物として
認識された物質

1

膵臓β細胞への
攻撃をブロック

1型糖尿病に対するIL-7R標的Antibody-Drug Conjugate（ADC）の開発
（2018年度～）

更新：2025年11月


